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平成１９年度下期 福島第一品質監査部 活動状況報告 

原子力品質監査部 福島第一品質監査部 
１．業務品質監査（平成１９年１０月～平成２０年３月実施分） 

監査結果 
監査対象部門 監査実施期間 

監査概要 指摘・要望事項 等 

第一保全部 
計測制御（１・２号）グル
ープ，計測制御（３・４号）
グループ 

H19.10.24～H19.11.21 監査対象業務として「３Ｍ（計測設備）原子炉水位記録計追設」について確認す
るとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されてい
るかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 工事主管部門が適切な図書管理を行うためには，適切な図書管理を行う必要が

あり，また，具体的な提出図書名を明確にする必要があることから，購入範囲

全般にわたり必要な提出図書を一括して纏めた提出図書リストを作成し，図書

管理を行うこと。 

 

② ほぼ同時期に同様の内容で，第一保全部，第二保全部のふたつのグループで作

成されている購入追加仕様書の提出図書の承認区分及び具体的な図書名称が，

異なっている状態であることから，実態に見合った内容で見直しすること。 

 

 

③ 二次マニュアルにより要求されている，設計計画書への「工事認可との関連」

の記載に関する確認が不十分なことから，今回の見逃した要因を明らかにし，

「工事認可との関連」を含む重要事項が確実に確認できるように改善すること。

 

④ メーカから事前に提出される施工要領書の日付が着工日となっているため，見

かけ上，当社確認日は契約締結前となることから，契約締結後に確認する図書

類については適切な日付の管理を行うこと。 

同一メーカに同一時期に発注する同種の購入にあたっては，要求事項（仕様）

を標準化する必要があると考えることから，第一保全部と第二保全部の両グル

ープ間で基本的な要求事項（仕様）について調整を行い，標準化した仕様書を

作成すること。 

 

総務部 
人事グループ 

H19.10.25～H19.10.30 監査対象業務として「研修に関わる業務」について確認するとともに，あわせて
文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

第二保全部 
タービングループ 

H19.11.6～H19.12.6 監査対象業務として「６号機復水器接続小口径配管修理工事」について確認する
とともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されている
かを確認した。 

【指摘事項】 

① 二次マニュアルに基づく中期計画作成時のインプット情報として，6 号機の補

修・取替・改造計画は，平成１7年度以降は，改訂されていない。 

 

② 工事ごとに必要となる見積仕様書の要求事項の検討および要求事項を満足して

いるか検証されていない。 

 

③ 二次マニュアルに基づく設計件名リストにより計画的な管理がされておらず，

設計検証が設計管理上の適切な段階で実施されていない。 

【要望事項】なし 
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監査結果 
監査対象部門 監査実施期間 

監査概要 指摘・要望事項 等 

第二保全部 
計測制御グループ 

H19.11.13～H19.12.7 監査対象業務として「６Ｍ（計測設備）原子炉水位記録計改良工事」について確
認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施され
ているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 工事に関係する設備図書類の提出が要求事項として明確ではなく，重要な設備

図書類については，メーカとの間で契約図書として明確にする必要があり，具

体的な要求事項に落とし込むこと。 

② 現地工事を含む購入にあたっては，工事主管部門が適切な図書管理を行うため，

及び具体的な提出図書名を明確にするため，購入範囲全般にわたる提出図書リ

ストを作成し，図書管理を行うこと。 

 

③ 工事認可変更の有無は，当該工事に関する業務に大きな影響を与える重要事項

であり，設計管理プロセスの中で，許認可への影響の有無を明確にすること。

④ 作業許可申請書の安全処置対象機器一覧表の目的欄及び備考欄の記載内容に統

一性が無く，また目的欄に安全処置を行う本来の目的が記載されていないこと

から，作業許可申請書の安全処置対象機器一覧表の記載方法について見直すこ

と。 

【良好事例】 

① 作業許可申請書作成時に確認するチェックシートを，グループ独自で作成・活

用している。現在実施している６号機定検において，赤警報と水漏れの事象が

発生していないことは，チェックシートの活用による成果も寄与していると思

われる。 

 

福島原子力人材開発セン
ター 
技能訓練グループ 

H19.11.19～H19.12.5 監査対象業務として「訓練設備（機械，計装関係）の管理・運用業務」について
確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施さ
れているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 実技訓練においても研修生自らが，ＴＢＭ－ＫＹを行っていないことから，常

に危険予知を意識した安全対策の習得を含めた研修を実施すること。 

 

 

第二運転管理部 
５・６号当直 

H19.11.20～H19.12.7 監査対象業務として「定例試験業務（ディーゼル発電機手動起動試験）」につい
て確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施
されているかを確認した。 

【指摘事項】 

① 業務支援システム上のアクションプランは，第１四半期については，計画，実

施内容，課題･検討事項，措置･展開が記入され評価がされていたが，運用に入

った第２四半期の課題･検討事項，措置･展開が記載されておらず，評価がされ

ていない。 

 

【要望事項】なし 

 

第一運転管理部 
運転評価グループ 
第二運転管理部 
運転評価グループ 

H19.11.21～H19.11.30 監査対象業務として「運転関係三次マニュアル制定改訂業務」について確認する
とともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されている
かを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 運転操作手順書の配付先が不明確な箇所や記載の不足している箇所，特殊な略

語等があり，また要領本文にも記載不足の箇所が散見されることから，配付リ

ストを中心に要領を見直すこと。 

 

② パトロールチェックシートの保管管理について，早急に対応すること。 
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監査結果 
監査対象部門 監査実施期間 

監査概要 指摘・要望事項 等 

総務部 
総務グループ 

H19.12.6～H19.12.13 監査対象業務として「非常災害対応業務」について確認するとともに，あわせて
文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 三次マニュアルの本文内容と別紙フローの内容が相違していることから，マニ

ュアルの本文内容と添付別紙内容の整合を図ること。 

② 代替非常災害対策本部を設置するための要領を定めたものが無いことから，災

害発生時，代替非常災害対策本部を遅延無く設置するための要領を明確にして

おくこと。 

技術総括部 
業務システムグループ 

H19.12.13～H19.12.19 監査対象業務として「個別システム運用管理業務」について確認するとともに，
あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認し
た。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

【良好事例】 

① 二種類のシステムを業務システムグループメンバーが直営で構築し業務の効率

化を図っていた。特にＯＡ関連システムは，極めてシンプルで使い勝手の良い

システムであり，福島第二原子力発電所の業務システムグループにも紹介して

いた。 

第一運転管理部 
燃料グループ 

H20.1.8～H20.1.30 監査対象業務として「２号機新燃料搬入検査業務」について確認するとともに，
あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認し
た。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 燃料の購入仕様書に示されている要求事項はほぼ定型化しているが，至近のプ

ラントの状況及び燃料設計の変更等により，購入仕様書で予め伝えるべきサイ

ト側要求事項の変更及び追加が必要になった場合，購入仕様書へ反映させるプ

ロセスを明確にすることを要望する。） 

 

② チャンネルボックス取付作業に使用するトルクレンチの校正記録については，

現場では確認できたが委託追加仕様書のトレーサビリティに関する要求事項の

適用外になっており，またトルクレンチの校正記録の提出を要求していないこ

とから，調達上の要求事項とし，校正記録を記録として管理することを要望す

る。 

 

技術総括部 
技術グループ 

H20.1.10～H20.1.24 監査対象業務として文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されている
かを確認した。（固有業務については，平成 19 年度 特別監査を実施したことか
ら対象除外） 

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

【良好事例】 

① 委託により実施している各グループの事務所内および一般図書保存庫内

の年１回の図書照合作業は，多くの時間と労力を要していたことから，技

術グループメンバで，積極的に改善検討を行い，新システムを導入した。

第一保全部 
原子炉（１・２号）グルー
プ 

H20.1.15～H20.1.30 監査対象業務として「１号機ＦＰＣ（燃料プール冷却浄化系）ポンプ点検手入工
事」について確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質
活動が実施されているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 定期的に実施される工事等における協力企業作成の施工要領書を確実にレビュ

ーするために，施工要領書の標準化，変更点説明書の添付等により，前回工事

からの変更点を明確にすることを要望する。 

品質・安全部 
品質管理グループ 

H20.1.29～H20.2.12 監査対象業務として「安全管理審査対応業務」について確認するとともに，あわ
せて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認した。

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

【良好事例】 

① 非破壊検査の資格取得を推奨し，その有資格者の知識を活用した安全管理審査

の指摘事項低減への取り組みを行っていた。 
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監査結果 
監査対象部門 監査実施期間 

監査概要 指摘・要望事項 等 

総務部 
会計グループ 

H20.1.30～H20.2.14 監査対象業務として「改良工事費・修繕費・業務運営費の実施状況管理業務」
について確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活
動が実施されているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

【良好事例】 

① 会計Ｇでは，出納停止件数を削減させるため，出納停止が発生した際は，会計

処理依頼票発行グループに原因についての対策書を作成してもらい，それを他

グループへ紹介することによる同様の事例を再発させない取り組みや，会計処

理依頼票の厳格審査を確実に実施することによる見落としの発生防止を図って

いた。 

第一保全部 
保全計画グループ 

H20.1.31～H20.2.22 監査対象業務として「定期検査総括業務」について確認するとともに，あわせ
て文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認した。

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

①「保全管理長運用要領」において，保全管理長が行う業務の責任が，保全部長や

各設備主管ＧＭにあることは明確に記載されていないことから，保全管理長の

業務の責任を明確にすることを要望する。 

 

第二保全部 
原子炉グループ 

H20.2.7～H20.3.19 監査対象業務として「５号機 定期事業者検査（主蒸気逃がし安全弁機能検査）」
について確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活
動が実施されているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① ６号機の「新型 ECCS（非常用炉心冷却系）ストレーナの採用」の設計管理に
ついては，設計計画が変更になったにも関わらず計画が更新されず，また計画

通りの設計検証が実施されていなかったことから，設計計画の立案(設計レビュ

ー，設計検証の実施時期，その内容等)及び変更時の管理について改善すること

を要望する。 

 

総務部 
土木グループ 

H20.2.14～継続中 監査対象業務として「１Ｆ６号機非常用海水配管ダクト耐震性向上工事」につ
いて確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が
実施されているかを確認中。 

監査継続中 

所長付 H20.2.15～H20.2.20 監査対象業務として「ミッション展開に関わる業務」について確認するととも
に，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを
確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 発電所におけるミッション展開が管理された状態で確実に実施されることを

促す取り組みの実施を要望する。 

 

第二運転管理部 
燃料グループ 

H20.2.18～H20.3.4 監査対象業務として「１号機使用済燃料移送業務」について確認するとともに，
あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認
した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 容器承認維持管理業務に関係する文書類の提出が要求事項として明確となって

おらず，重要な文書類については，委託先との間で契約図書として明確にする

必要があり，具体的な要求事項に落とし込むことを要望する。        

 

② キャスク（容器）の使用済燃料貯蔵プール内への吊り込み時に，スキマサージ

タンクレベル高の警報に伴う長時間の作業中断を防止するために，３Ｈ（初め

て，変化，久しぶり）作業を考慮して当直と事前調整することを要望する。 

 

【良好事例】 

① 使用済燃料移送業務については，業務の実績，業務の進捗状況（手続業務のフ

ォローを含む）及び輸送容器の管理状況等が，燃料Ｇで構築したシステムによ

り管理されており，的確な業務運用と省力化が図られていた。内容も見える化

を重点に置いたシステムのために，見やすく，かつ業務全般の管理が容易に行

える体系的なシステムとなっていた。 
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監査結果 
監査対象部門 監査実施期間 

監査概要 指摘・要望事項 等 

第二保全部 
電気機器グループ 

H20.2.22～H20.3.27 監査対象業務として「５Ｇ Ｐ／Ｃ(５号機低圧電源装置)５Ｄ取替及び同関連除
却工事」について確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等につい
て品質活動が実施されているかを確認した。 

報告書作成中 

第二保全部 
保全革新グループ 

H20.2.26～H20.3.10 監査対象業務として「新保全プログラムの構築業務」について確認するととも
に，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを
確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 振動診断・赤外線サーモグラフィ診断の委託追加仕様書で要求している資格に

関して，資格期限を確認することを要望する。 

② 不適合処理に関する早期処理の取り組みを確実に実施し，不適合処理の長期間

放置を無くすよう管理することを要望する。 

【良好事例】 

① 保全革新Ｇでは「状態監視技術に関する必要能力資質リスト」を作成し必要な

力量を明確にしていた。必要能力資質リストは日本プラントメンテナンス協会

での実績やＴＰＭ（Total Productive Maintenance「全員参加の生産保全」）手法を

基に保全革新Ｇメンバーが検討し作成したもので，作業プロセスに従った展開

がなされており，そのリストを基にＴＰＭ人材育成部会の提案する「人材育成

管理シート」に改良を加えた独自の「人材育成管理シート」を作成し新人の研

修に使っていた。 

総務部 
労務グループ 

H20.3.4～H20.3.24 監査対象業務として「管理区域内傷病者対応資機材，非常災害時対応資機材管
理運用業務」について確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等に
ついて品質活動が実施されているかを確認した。 
 
 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

③ 同一グループの中で文書管理方法が異なることから，三次マニュアルに基づく

文書管理体系とすることを要望する。 

広報部 
お客さまサービスグルー
プ 

H20.3.13～H20.3.26 監査対象業務として「見学者対応およびサービスホール運営業務」について確
認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施さ
れているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

【良好事例】 

① お客さまサービスＧでは，おもちゃの国の来訪者維持に向け，おもちゃの国２

階「ビジターズルーム」を「地域のお別れ会」や各種行事の開催等地域の方々

にお使いいただけるよう，ダイレクトメールでのご案内やイベント開催時に呼

びかけを行い利用拡大を図っていた。 

 

 

２．その他の監査 

（１）不適合事象管理状況監査（平成１９年１０月～平成２０年３月実施分）：対象なし 

（２）特別監査：対象なし 
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３．平成１９年度上期末，監査継続中等で監査結果が確定していなかったもの 

監査結果 
監査対象部門 監査実施期間 

監査概要 指摘・要望事項 等 

技術総括部 
保安検査グループ 

H19.8.24～H19.9.28 監査対象業務として「原子力保安検査官対応業務」について確認するとともに，
あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認し
た。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

技術総括部 
原子力防災グループ 

H19.8.30～H19.10.5 監査対象業務として「原子力防災に関する業務」について確認するとともに，あ
わせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認し
た。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 当番者や各班長へ必要な情報が配布されていない現状の召集方法では，迅速な

要員召集が望めないことから，要員召集方法を改善すること。 

第二保全部 
高経年化プロジェクト
グループ 

H19.9.10～H19.10.16 監査対象業務として「電気ボイラー設置工事」について確認するとともに，あわ
せて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認した。

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

第一保全部 
環境施設グループ 

H19.9.11～H19.9.27 監査対象業務として「１Ｆ－３Ｗ(３号機廃棄設備)カナル(排水溝)放出配管修理
工事他」について確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について
品質活動が実施されているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 許認可の関係及び当社の対応方針から、配管等の材料仕様を明らかに特定でき

る場合は，要求事項として明確に示すことを徹底すること。 

 

② 追加仕様書の提出図書の承認区分において「承認」とされているものがあるが、

協力企業に対して実際の承認行為は行われていないことから、承認区分の記載

方法について見直すこと。 

 

③ 工事に対する溶接管理方法(立会項目)を明確にし，必要に応じて関係文書を修

正するとともに，溶接管理に対するグループ大での活動方針を明確にすること。

④ 業務に必要な力量は，各グループのＧＭが判断し設定するものであるが，環境

施設グループとして必要な力量項目及び研修項目の見直すこと。 

福島原子力人材開発 
センター 
教育管理グループ 

H19.9.26～H19.10.11 監査対象業務として「教育訓練・研修計画の総括業務(技術系社員に対する SAT
（体系的教育訓練手法）の導入及び運用，各教育訓練の評価及び改善)」につい
て確認するとともに，あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施
されているかを確認した。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】 

① 力量評価漏れ等，グループ要員の適切な力量管理が実施されていないグループ

があることから，力量管理の実施状況を取りまとめるグループとして，各グル

ープに必要な力量の設定，力量評価等，各グループの力量管理実施状況を改善

すること。 

技術総括部 
環境グループ 

H19.9.27～H19.10.9 監査対象業務として「固体廃棄物貯蔵庫管理業務」について確認するとともに，
あわせて文書管理や教育・訓練等について品質活動が実施されているかを確認し
た。 

【指摘事項】なし 

【要望事項】なし 

               

以 上 


